










子供用股関節矯正装具

一般マグネシウムのＰＣ筐体

記念式典で挨拶するＧＭ社の
ラージ・ミシュラ博士

熊大先進マグネシウム国際研究センター開設記念式典

前畑政富社長

Ｍ
ｇ
の
押
出
し
丸
棒
材
（
直
径
22
㎜
、
長
さ

１
ｍ
）
の
試
作
素
材
が
完
成
、
同
社
へ
引
き

渡
さ
れ
た
。
こ
れ
を
機
に
同
社
で
の
量
産
実

用
化
へ
の
取
組
み
が
本
格
化
す
る
。
第
一
弾

は
そ
の
強
度
の
強
さ
を
活
か
し
た
医
療
用
具

（
子
供
用
股
関
節
矯
正
装
具
）
を
開
発
製
造

し
た
。
現
在
で
は
、
直
径
55
㎜
の
丸
棒
材
や

管
材
お
よ
び
幅
１
５
０
㎜
の
板
材
が
製
造
で

き
る
ま
で
技
術
開
発
が
進
ん
で
い
る
。

　

同
社
で
は
、
一
般
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
の

分
野
で
も
、
押
出
加
工
技
術
に
留
ま
る
こ
と

な
く
、
プ
レ
ス
加
工
、
切
削
加
工
、
溶
接
技

術
、
表
面
処
理
技
術
な
ど
の
開
発
も
行
っ
て

い
る
。
元
来
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
精
密
加
工
技

術
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
軽
量
金
属
材
料
と

し
て
成
長
の
見
込
ま
れ
る
加
工
分
野
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。
中
で
も
日
本
金
属
㈱
と
共

同
で
、
耐
蝕
性
の
高
い
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金

の
薄
板
材
を
開
発
、
Ｐ
Ｃ
筐
体
、
携
帯
用
、

デ
ジ
カ
メ
用
素
材
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
製

品
化
を
図
っ
て
い
る
。

　

昨
年
７
月
に
は
経
済
産
業
省
の
「
先
端
技

術
実
証
・
評

価
設
備
整

備
等
事
業
」

（
投
資
額
８
億
８
千
万
円
の
２
／
３
を
助
成
）

に
採
択
さ
れ
た
。
熊
大
Ｍ
ｇ
の
製
造
基
盤
技

術
を
活
用
し
、
量
産
化
設
備
の
立
ち
上
げ
、

量
産
化
の
実
証
及
び
同
合
金
を
活
用
し
た
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
の
た
め
の
試
作
品
製

造
を
行
う
も
の
で
事
業
化
へ
向
け
た
大
き
な

ス
テ
ッ
プ
と
な
る
。
９
月
に
は
熊
本
大
学
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結
。
11
月
か
ら
本
社
工

場
内
に
試
作
品
製
造
工
場
の
建
設
に
着
手
。

溶
解
・
鋳
造
・
鍛
造
工
場
を
は
じ
め
成
形
・

接
合
加
工
、
表
面
処
理
施
設
、
押
出
加
工
ラ

イ
ン
も
設
け
る
。
８
月
末
の
完
成
を
予
定
し

て
い
る
。

医
療
用
ス
テ
ン
ト
か
ら
航
空
機
ま
で

　
「
自
動
車
、
航
空
機
、
福
祉
用
器
具
、
さ

ら
に
は
ス
テ
ン
ト
等
医
療
分
野
へ
の
応
用
研

究
を
各
メ
ー
カ
ー
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
お

り
、
そ
の
試
作
品
作
り
が
ま
ず
は
初
年
度
の

課
題
。
さ
ら
に
市
場
性
の
高
い
新
規
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
事
業
と
合
わ
せ
て
３
月
１
日
に
は
研
究
開

発
部
を
新
設
し
た
」（
前
畑
社
長
）
と
新
規

に
研
究
員
も
採
用
、
総
勢
20
名
の
開
発
部
隊

を
新
た
に
編
成
、
全
社
を
挙
げ
て
新
規
事
業

に
取
組
む
覚
悟
だ
。

熊
大
先
進
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
誕
生

　

一
方
、
開
発
者
の
河
村
教
授
の
も
と
に
は

世
界
的
な
ビ
ッ
グ
ビ
ジ
ネ
ス
の
コ
ン
タ
ク
ト

も
始
ま
っ
て
い
る
。
米
国
自
動
車
大
手
の
ゼ

ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
と
は
昨
年
春
ご
ろ
か

ら
研
究
者
間
の
交
流
を
開
始
、
米
国
航
空
機

メ
ー
カ
ー
の
ボ
ー
イ
ン
グ
社
と
は
、
今
夏
に

も
共
同
研
究
の
方
向
性
を
話
し
合
う
予
定

だ
。
国
内
で
は
日
産
自
動
車
な
ど
が
、
エ
ン

ジ
ン
の
ピ
ス
ト
ン
や
タ
ー
ボ
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー

部
品
な
ど
へ
の
応
用
を
検
討
し
て
い
る
と
い

う
。
２
月
29
日
に
は
熊
本
市
の
熊
本
ホ
テ
ル

キ
ャ
ッ
ス
ル
で
「
熊
本
大
学
先
進
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
」
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

記
念
式
典
が
米
国
や
中
国
、
韓
国
、
カ
ナ

ダ
、
イ
ン
ド
な
ど
の
研
究
者
を
招
き
開
催
さ

れ
た
。
翌
３
月
１
日
に
は
熊
大
で
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
も
実
施
。「
世
界
中
で
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

合
金
の
研
究
は
盛
ん
だ
が
熊
大
Ｍ
ｇ
の
レ
ベ

ル
は
極
め
て
高
い
。
共
同
研
究
を
さ
ら
に
進

め
た
い
」
と
世
界
の
研
究
機
関
や
企
業
か
ら

熱
い
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

を
図
り
な
が
ら
も
地
域
連
携
を
強
化
、
熊
本

県
を
世
界
に
誇
れ
る
熊
大
Ｍ
ｇ
の
産
業
拠
点

に
し
て
い
き
た
い
。
開
発
か
ら
10
年
が
経
過

し
た
が
新
素
材
は
実
用
化
ま
で
20
年
は
要
す

る
。
折
り
返
し
を
回
り
、
こ
れ
か
ら
が
本
当

の
正
念
場
だ
」（
河
村
教
授
）
と
夢
の
実
現

へ
一
歩
ず
つ
、
確
か
な
歩
を
進
め
る
。
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「
九
大
の
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ
は
主
に
デ
バ
イ
ス

そ
の
も
の
、
材
料
開
発
が
メ
イ
ン
。
我
々
は

有
機
Ｅ
Ｌ
照
明
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
広
く
造

る
た
め
の
製
造
装
置
・
検
査
装
置
の
開
発
が

当
面
の
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
」
と
上

村
誠
有
機
薄
膜
推
進
室
長
、
よ
り
実
践
的
な

起
業
化
支
援
が
最
優
先
課
題
で
も
あ
る
。
そ

の
第
１
弾
が
セ
ミ
コ
ン
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
へ
工

場
誘
致
が
成
功
し
た
イ
ー
・
エ
ル
・
テ
ク
ノ

（
本
社
・
福
岡
市
早
良
区
、
豆
野
和
延
社
長
）

だ
。
既
に
同
社
か
ら
技
術
ス
タ
ッ
フ
を
同
セ

ン
タ
ー
へ
迎
え
、
量
産
化
へ
向
け
た
課
題
の

研
究
を
開
始
し
て
い
る
。「
共
同
研
究
の
具

体
的
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
の
は
〝
光
取

出
し
技
術
〞。
光
散
乱
や
微
粒
子
塗
布
、
反

射
率
向
上
な
ど
い
く

つ
か
の
手
法
が
あ
る

が
、
ど
う
い
う
も
の

が
最
適
か
を
探
っ
て

い
く
」（
同
室
の
松

枝
寛
研
究
員
）
と
同

社
の
研
究
開
発
を
全

面
的
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
方
針
だ
。

　

同
社
は
、
次
世
代

照
明
と
期
待
さ
れ
て

い
る
有
機
Ｅ
Ｌ
照
明
分
野
で
注
目
さ
れ
て
い

る
有
力
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、
特
に
普
及
の
前

提
と
な
る
低
コ
ス
ト
の
パ
ネ
ル
量
産
技
術
で

先
行
し
て
い
る
。
セ
ミ
コ
ン
テ
ク
ノ
パ
ー

ク
内
の
量
産
工
場
は
３
階
建
て
延
床
面
積

１
５
０
０
㎡
の
空
工
場
を
改
修
し
て
入
居
。

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
に
は
、
基
板
回
路
を
描
く

露
光
装
置
や
成
膜
装
置
、
エ
ッ
チ
ン
グ
や
蒸

着
装
置
も
ほ
ぼ
揃
い
技
術
ス
タ
ッ
フ
が
試
運

転
へ
の
最
終
チ
ェ
ッ
ク
に
追
わ
れ
て
い
た
。

６
月
か
ら
本
格
稼
働
す
る
予
定
だ
。

生
産
ノ
ウ
ハ
ウ
は
業
界
随
一

　

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
や
電
気
設
備
な
ど
工
場

整
備
に
４
億
円
、
生
産
設
備
に
11
億
円
、
投

資
額
は
総
計
15
億
円
。
生
産
設
備
は
特
別
な

ル
ー
ト
か
ら
仕
入
れ
大
幅
な
コ
ス
ト
低
減
を

実
現
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
同
社
は
、
豆

野
社
長
や
山
元
工
場
長
な
ど
三
洋
電
機
と
米

コ
ダ
ッ
ク
の
合
弁
会
社
（
後
に
解
散
）
な
ど

の
時
代
に
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
関

わ
っ
た
技
術
者
仲
間
た
ち
が
、
リ
ス
ト
ラ
の

非
哀
を
味
わ
っ
た
後
、
再
結
集
し
て
立
ち
上

げ
た
も
の
。
豆
野
社
長
は
世
界
初
の
ア
ク

テ
ィ
ブ
型
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
開
発

者
と
し
て
も
知
ら
れ
、
事
業
化
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
リ
ー
ダ
ー
も
務
め
て
き
た
。
生
産
ノ
ウ

ハ
ウ
や
低
コ
ス
ト
プ
ロ
セ
ス
の
開
発
に
関
し

て
は
業
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
言
え
る
。

　

量
産
時
の
製
品
価
格
は
、
３
０
０
㎜
×

３
０
０
㎜
の
基
板
で
２
万
円
を
想
定
。
パ
イ

オ
ニ
ア
や
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
電
工
な
ど
大
手
が

発
表
し
て
い
る
サ
ン
プ
ル
価
格
の
お
よ
そ
10

分
の
１
だ
。
こ
の
低
価
格
を
実
現
で
き
る
背

景
が
同
社
の
生
産
技
術
。
高
価
な
有
機
Ｅ
Ｌ

材
料
の
使
用
量
を
従
来
の
10
分
の
１
に
低
減

す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
そ
の
心
臓
部

に
あ
た
る
蒸
着
装
置
は
全
く
新
し
い
コ
ン
セ

プ
ト
の
方
式
を
採
用
。
さ
ら
に
デ
バ
イ
ス
の

構
造
を
単
純
化
、
大
手
が
採
用
し
て
い
る
マ

ル
チ
フ
ォ
ト
ン
（
多
層
）
や
タ
ン
デ
ム
（
中

層
）
な
ど
に
比
べ
単
層
化
、
生
産
ラ
イ
ン
も

イ
ン
ラ
イ
ン
方
式
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
採
用
す

る
な
ど
単
純
な
生
産
工
程
で
設
備
投
資
の
低

減
化
を
図
っ
て
い
る
。

　

生
産
計
画
で
は
、
１
日
に
３
０
０
㎜
角
の

基
板
を
３
０
０
枚
、
滑
り
出
し
の
２
年
程
は

６
割
程
度
の
稼
働
率
で
推
移
、
２
０
１
５
年

度
か
ら
フ
ル
生
産
で
年
商
20
億
円
（
従
業
員

80
人
）
を
見
込
ん
で

い
る
。

　

販
売
計
画
で
は
、

当
初
は
店
舗
用
の
特

殊
照
明
か
ら
ス
タ
ー

ト
、
照
明
器
具
メ
ー

カ
ー
に
供
給
す
る
。
ま
た
、
家
具
、
化
粧
台
、

玩
具
へ
の
採
用
も
見
込
む
。
２
〜
３
年
後
に

は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
同
程
度
の
性
能
を
実
現
し
一

般
照
明
分
野
へ
進
出
、
さ
ら
に
市
場
拡
大
時

に
は
、
先
行
技
術
に
基
づ
い
た
技
術
支
援
ビ

ジ
ネ
ス
へ
の
展
開
も
睨
ん
で
い
る
と
い
う
。

　
「
そ
の
た
め
に
も
新
技
術
の
開
発
・
高
付

加
価
値
製
品
の
開
発
が
必
要
で
、
九
大
の
Ｏ

Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ
に
は
新
材
料
を
、
熊
本
の
Ｐ
Ｈ
Ｏ

Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
に
は
新
封
止
技
術
、
光
取
出
技

術
な
ど
の
早
期
実
現
に
期
待
し
て
い
る
」（
豆

野
社
長
）
と
地
域
の
産
学
官
連
携
に
よ
る
実

践
的
な
研
究
開
発
体
制
も
成
功
の
カ
ギ
を

握
っ
て
い
る
。

セミコンテクノパークの同社量産工場完成間際のクリーンルーム

有
機
Ｅ
Ｌ
照
明
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
熊
本
で
量
産

価
格
は
大
手
メ
ー
カ
ー
の
１
／
10

●
㈱
イ
ー・エ
ル・
テ
ク
ノ有機ＥＬ照明を手に説明する

イー・エル・テクノの豆野和延社長

有機ＥＬ照明
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義
人
教
授
）
を
実
施
、
音
響
・
医
療
用
デ
バ

イ
ス
な
ど
へ
の
応
用
を
模
索
し
て
い
る
。
科

学
研
究
費
補
助
金
を
受
け
、
有
望
な
研
究
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
「
赤
外
線
温
度

画
像
処
理
を
用
い
た
視
界
不
良
時
に
も
適
応

可
能
な
交
通
流
自
動
監
視
手
法
」（
岩
崎
洋

一
郎
教
授
）
で
、
夜
間
暗
闇
や
降
雪
・
濃
霧

な
ど
の
視
界
不
良
時
に
多
発
す
る
事
故
や
渋

滞
に
備
え
高
精
度
で
車
の
動
き
を
画
像
解
析

す
る
画
期
的
な
手
法
を
開
発
し
た
。

　
「
今
後
も
さ
ら
に
地
域
社
会
や
産
業
へ
貢
献

す
る
た
め
の
機
能
を
発
揮
し
て
い
き
た
い
」

（
中
嶋
卓
雄
教
授
兼
新
学
部
開
設
準
備
室
長
）

と
熱
弁
。
ス
ポ
ー
ツ
や
農
業
、
観
光
ビ
ジ
ネ

ス
な
ど
の
新
産
業
分
野
、
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
社
会
を
意
識
し
た
情
報
工
学
、
さ
ら

に
は
高
度
な
医
療
福
祉
工
学
な
ど
の
新
た
な

学
部
を
２
０
１
３
年
４
月
開
設
（
設
置
届
出

予
定
）、
新
た
な
展
開
を
睨
ん
で
い
る
。

　

１
９
７
０
年
代
の
新
産
業
都
市
建
設
計
画

以
来
、
熊
本
県
の
製
造
業
は
、
成
長
性
と
雇

用
創
出
効
果
の
高
い
企
業
の
誘
致
を
進
め
、

地
域
企
業
が
そ
の
協
力
企
業
と
し
て
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
で
発
展
し
て
き
た
。

し
か
し
、
近
年
の
製
造
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
中
で
最
先
端
技
術
を
有
す
る
国
内
大
手

メ
ー
カ
ー
と
い
え
ど
も
、
新
興
国
な
ど
と
の

激
し
い
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
や
超
円
高
に
さ

ら
さ
れ
る
な
ど
根
本
的
な
構
造
変
革
を
迫
ら

れ
て
い
る
。
市
場
の
中
心
が
新
興
国
な
ど
へ

移
行
し
て
い
く
中
、
こ
う
し
た
企
業
は
市
場

と
直
結
し
た
最
適
な
生
産
拠
点
の
構
築
に
向

け
た
再
編
を
加
速
さ
せ
て
お
り
、「
選
択
と

集
中
」
の
結
果
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
生
産
体
制

の
中
で
国
内
の
開
発
・
生
産
拠
点
の
整
理
、

統
合
、
集
約
を
進
め
て
き
て
い
る
。

　

熊
本
県
は
こ
こ
に
狙
い
の
一
つ
を
定
め

る
。
国
内
の
新
規
立
地
が
激
減
し
、
既
存
の

生
産
拠
点
の
整
理
・
集
約
は
避
け
ら
れ
な
い
。

な
ら
ば
、
県
内
の
工
場
を
集
約
場
所
と
し
て

選
ん
で
も
ら
お
う
。
そ
の
鍵
を
握
る
の
は
、

研
究
開
発
部
門
を
併
設
し
た
マ
ザ
ー
工
場
化

だ
。
即
ち
、
国
内
拠
点
の
集
約
化
の
動
き
を

逆
手
に
取
り
、
熊
本
の
工
場
を
国
内
最
強
の

生
産
拠
点
に
発
展
さ
せ
る
戦
略
を
描
く
。

自
然
災
害
リ
ス
ク
の
低
さ
、

理
工
系
人
材
の
宝
庫

　

今
回
取
材
し
た
ソ
ニ
ー
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
、

ホ
ン
ダ
ソ
ル
テ
ッ
ク
は
、
そ
う
し
た
戦
略
が

結
実
し
た
先
行
事
例
に
し
て
、
成
功
事
例
に

な
っ
て
い
る
。
研
究
開
発
部
門
の
移
設
先
と

し
て
、
熊
本
が
選
ば
れ
た
要
因
は
何
か
。
ひ

と
つ
に
は
工
場
用
地
・
設
備
な
ど
の
競
争
力

の
あ
る
イ
ン
フ
ラ
基
盤
が
形
成
さ
れ
て
い
た

こ
と
も
あ
る
が
、
決
定
打
と
な
っ
た
の
は
、

下
支
え
す
る
技
術
ス
タ
ッ
フ
の
レ
ベ
ル
が
高

く
、
企
業
に
対
す
る
帰
属
意
識
、
も
の
づ
く

り
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
極
め
て
高

い
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
ら
は
経
営
陣
の
投

資
判
断
を
大
き
く
左
右
す
る
要
素
で
も
あ
る
。

　

熊
本
大
学
、
東
海
大
学
、
崇
城
大
学
を
は

赤外線温度画像処理の交通流自
動監視手法

岩崎洋一郎教授

光マイクロフォンの研究を説明する園田義人教授

じ
め
熊
本
県
立
技
術
短
期
大
学
校
、
熊
本
高

等
専
門
学
校
、
工
業
系
高
校
を
含
め
る
と
毎

年
５
５
０
０
人
超
の
新
卒
者
が
誕
生
し
て
お

り
理
工
系
人
材
の
宝
庫
と
も
い
え
る
。
さ
ら

に
、
豊
富
で
良
質
な
水
資
源
、
地
震
な
ど
の

自
然
災
害
の
リ
ス
ク
の
低
さ
、
都
市
と
自
然

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
活
環
境
も
大
き
な

魅
力
だ
。
昨
年
３
月
に
は
九
州
新
幹
線
が
全

線
開
業
、
今
年
４
月
か
ら
は
政
令
市
・
熊
本

が
誕
生
す
る
な
ど
経
済
活
力
の
底
上
げ
機
運

も
高
ま
っ
て
い
る
。

　

新
産
業
都
市
法
、テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
推
進
法
、

さ
ら
に
は
セ
ミ
コ
ン
フ
ォ
レ
ス
ト
構
想
な
ど

時
代
を
先
取
り
し
た
産
業
政
策
を
展
開
し
、

熊
本
は
大
型
の
生
産
拠
点
の
誘
致
に
成
功
、

そ
の
工
場
・
設
備
と
も
多
く
が
健
在
だ
。
特

に
半
導
体
関
連
の
集
積
に
は
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
り
、
地
域
で
一
大
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

を
形
成
し
て
い
る
。
県
下
に
立
地
す
る
企
業

群
の
生
産
イ
ン
フ
ラ
と
磨
き
上
げ
ら
れ
た
技

術
、
さ
ら
に
は
人
材
、
そ
れ
ら
を
研
究
開
発

と
い
う
新
た
な
エ
ン
ジ
ン
を
ビ
ル
ト
イ
ン
し

て
〝
ル
ネ
サ
ン
ス
〞
す
る
。
そ
こ
に
は
国
内

立
地
の
リ
ス
ク
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
し
ま

う
熊
本
な
ら
で
は
の
確
た
る
ア
ド
バ
ン
テ
ー

ジ
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
を
生
か
し
、
県
内

の
工
場
が
国
内
最
強
の
生
産
拠
点
に
発
展
で

き
る
か
否
か
、
熊
本
の
製
造
業
の
未
来
を
左

右
す
る
鍵
の
一
つ
が
、
い
わ
ゆ
る
「
頭
脳
立

地
」
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

熊
本
の
工
場
を
国
内
最
強
の
生
産
拠
点
へ

鍵
を
握
る「
研
究
開
発
部
門
」の
併
設
に
よ
る
マ
ザ
ー
工
場
化
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リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
、

２
倍
強
の
Ｖ
字
回
復
へ

―
決
算
概
要
と
取
扱
構
成
に
つ
い
て
。

飽
本　

２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
３
月
期
が

売
上
高
約
１
５
０
０
億
円
。
そ
の
前
年
の
約

７
０
０
億
円
か
ら
倍
増
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
で
市
況
が
底

に
あ
っ
た
状
態
か
ら
回
復
し
た
も
の
で
す

が
、
そ
の
前
は
２
０
０
０
億
円
近
く
の
売
上

高
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
そ
の
水
準
ま
で

は
ま
だ
ま
だ
で
す
。

―
事
業
別
の
取
扱
構
成
は
。

飽
本　

主
に
３
つ
の
事
業
が
あ
り
ま
し
て
、

ひ
と
つ
は
半
導
体
製
造
装
置
の
ク
リ
ー
ン
ト

ラ
ッ
ク
事
業
。
こ
れ
は
シ
リ
コ
ン
ウ
エ
ハ
上

に
Ｉ
Ｃ
回
路
を
転
写
す
る
前
後
の
工
程
で
用

い
ら
れ
る
半
導
体
塗
布
現
像
装
置
の
研
究
開

発
か
ら
設
計
・
製
造
・
据
付
ま
で
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
分
野
で
は
当
社
は
か
な
り
の

シ
ェ
ア
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
半
導
体
製
造
装
置

の
Ｓ
Ｐ
Ｓ
（
サ
ー
フ
ェ
ス
プ

レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
）
事
業
。
こ
れ
は
ウ
エ
ハ

表
面
に
付
着
し
た
ゴ
ミ
や

汚
れ
を
除
去
す
る
た
め
の

半
導
体
洗
浄
装
置
の
研
究

開
発
か
ら
設
計
・
製
造
・
据

付
ま
で
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
が
Ｆ
Ｐ
Ｄ

（
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
）
製
造
装
置
関
連
の

Ｆ
Ｐ
Ｄ
事
業
。
Ｆ
Ｐ
Ｄ
塗
布

現
像
装
置
の
研
究
開
発
か

ら
設
計
・
製
造
・
据
付
ま
で

を
行
っ
て
い
ま
す
。
半
導
体

関
連
製
造
装
置
で
蓄
積
し

た
技
術
を
活
か
し
て
Ｆ
Ｐ

Ｄ
製
造
装
置
の
分
野
に
も

参
入
し
て
い
ま
す
。

―
製
品
と
し
て
は
ど
う
い
う
も
の
が
。

飽
本　

２
０
０
ミ
リ
、
３
０
０
ミ
リ
ウ
エ
ハ

用
レ
ジ
ス
ト
塗
布
現
像
装
置
の
コ
ー
タ
／
デ

ベ
ロ
ッ
パ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｋ
シ
リ
ー

ズ
。
こ
れ
は
最
先
端
の
露
光
装
置
に
も
対
応

し
た
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
の
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
と
信
頼
性
を
持
っ
た
基
幹
製
品
で
す
。

あ
わ
せ
て
低
誘
電
率
の
層
間
絶
縁
膜
を
、
塗

布
方
式
で
成
膜
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｄ
コ
ー
タ
も
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

洗
浄
装
置
の
Ｓ
Ｐ
Ｓ
で
は
２
０
０
ミ
リ
、

３
０
０
ミ
リ
プ
ロ
セ
ス
に
対
応
す
る
サ
ブ

ク
ォ
ー
タ
ー
ミ
ク
ロ
ン
プ
ロ
セ
ス
量
産
ラ
イ

ン
向
け
の
ウ
ェ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
。

　

Ｆ
Ｐ
Ｄ
で
は
、
Ｆ
Ｐ
Ｄ
コ
ー
タ
／
デ
ベ

ロ
ッ
パ
の
開
発
・
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。

―
一
つ
の
製
品
が
出
来
上
が
る
ま
で
の
期
間
は
。

飽
本　

１
カ
月
程
度
で
す
。受
注
か
ら
だ
と
、

そ
の
後
の
設
計
も
含
め
て
３
か
月
程
度
で
完

成
し
ま
す
。製
品
は
大
型
化
し
て
き
て
お
り
、

一
台
５
〜
10
ト
ン
の
重
量
に
な
り
ま
す
。
納

品
は
航
空
機
や
船
舶
に
積
載
で
き
る
サ
イ
ズ

で
搬
送
し
、
現
地
で
組
み
立
て
て
据
付
け
ま

す
。

―
納
品
先
は
国
内
、
海
外
で
ど
の
く
ら
い
の

割
合
に
な
り
ま
す
か
。

飽
本　

国
内
が
２
割
、
海
外
が
８
割
で
す
。

―
海
外
の
地
域
別
で
は
。

飽
本　

韓
国
、
台
湾
、
ア
メ
リ
カ
で
す
ね
。

―
県
内
企
業
と
も
取
引
を
。

飽
本　

は
い
。
例
え
ば
同
じ
セ
ミ
コ
ン
テ
ク

ノ
パ
ー
ク
（
工
業
団
地
）
に
あ
る
大
手
半
導

体
メ
ー
カ
ー
さ
ん
も
取
引
先
で
す
。

―
Ｆ
Ｐ
Ｄ
の
取
引
先
は
。

飽
本　

国
内
、
中
国
、
韓
国
、
台
湾
に
な
り

ま
す
ね
。
こ
ち
ら
は
中
国
の
伸
び
率
が
高
く

な
っ
て
き
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
最
大
の
開
発・製
造
拠
点
、

全
体
の
１
／
３
を
生
産

―
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
グ
ル
ー
プ
の
中
で
の

九
州
の
位
置
づ
け
は
。

飽
本　

製
造
拠
点
が
岩
手
県
、
宮
城
県
、
山

梨
県
、
そ
し
て
こ
こ
熊
本
県
に
立
地
し
て
お

り
、
そ
の
中
で
最
も
大
き
な
拠
点
で
す
。
売

上
高
、
人
員
規
模
全
て
に
お
い
て
で
す
ね
。

グ
ル
ー
プ
全
体
の
３
分
の
１
ぐ
ら
い
を
生
産

し
て
い
ま
す
。

―
開
設
当
初
の
熊
本
立
地
の
狙
い
と
背
景
に

つ
い
て
。

飽
本　

シ
リ
コ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
九
州
の
中

で
、
福
岡
、
大
分
、
熊
本
が
先
進
的
な
地
域

だ
っ
た
事
が
ベ
ー
ス
で
す
ね
。
そ
こ
に
熊
本

県
さ
ん
の
積
極
的
な
誘
致
へ
の
働
き
か
け
が

あ
っ
た
部
分
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

―
熊
本
に
進
出
し
て
30
年
近
く
な
り
ま
す

ね
。

飽
本　

１
９
９
８
（
平
成
10
）
年
５
月
、
セ

ミ
コ
ン
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
に
移
転
し
て
14
年
に

I N T E R  V I E WTOP

半導体塗布現像装置。コータ／デベロッパCLEAN TRACKシリーズ
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な
り
ま
す
。
こ
の
合
志
事
業
所
で
は
半
導
体

製
造
装
置
の
開
発
製
造
を
担
う
当
社
の
中
核

拠
点
と
し
て
、
ま
た
大
津
事
業
所
は
Ｆ
Ｐ
Ｄ

製
造
装
置
の
開
発
製
造
拠
点
と
し
て
誕
生
し

ま
し
た
が
、
現
在
で
は
半
導
体
塗
布
現
像
装

置
も
製
造
し
て
い
ま
す
。
合
志
事
業
所
は

２
０
０
１
（
平
成
13
）
年
に
第
２
工
場
棟
を
、

２
０
０
７
（
平
成
19
）
年
に
第
３
工
場
棟
を

増
設
し
拡
張
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

―
投
資
額
は
ど
の
く
ら
い
の
規
模
に
。

飽
本　

建
屋
だ
け
で
数
百
億
円
に
は
な
り
ま

す
ね
。
設
備
投
資
も
毎
年
数
十
億
円
規
模
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
秋
以
降
フ
ル
操
業
、

夏
場
ま
で
は
好
調

―
次
に
市
場
動
向
に
つ
い
て
。
超
円
高
の
影

響
は
。

飽
本　

当
社
は
円
建
て
で
契
約
し
て
い
る
の

で
、
現
時
点
で
は
大
き
な
影
響
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

た
だ
、
コ
ス
ト
競
争
力
の
面
で
は
、
海
外

メ
ー
カ
ー
と
の
競
争
環
境
は
厳
し
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
特
に
Ｆ
Ｐ
Ｄ
事
業
の
方
で
影

響
が
大
き
い
で
す
ね
。

―
こ
の
１
年
の
市
況
環
境
に
つ
い
て
は
。

飽
本　

夏
場
の
受
注
が
伸
び
ず
、
秋
の
生
産

量
が
落
ち
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
初
見
通
し
よ

り
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

需
要
に
火
が
つ
か
な
か
っ
た
た
め
で
す
が
、

半
導
体
メ
ー
カ
ー
の
投
資
計
画
が
秋
以
降
に

ず
れ
込
ん
だ
こ
と
で
、
秋
以
降
の
受
注
が
急

増
し
、
年
末
か
ら
フ
ル
操
業
の
状
態
が
続
い

て
い
ま
す
。

―
今
後
の
見
通
し
は
。

飽
本　

半
導
体
製
造
装
置
業
界
は
、
全
体
で

年
５
〜
10
％
の
市
場
の
伸
び
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
省
エ
ネ
意
識
の
高
ま
り
か
ら
パ
ワ
ー

半
導
体
も
市
場
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
一
方

で
国
内
外
に
限
ら
ず
、
生
産
量
を
落
と
し
て

い
る
メ
ー
カ
ー
も
あ
り
、
業
界
の
中
で
も
二

極
化
が
生
じ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。

夏
場
ま
で
の
受
注
は
見
え
て
い
ま
す
が
、
そ

の
先
は
現
時
点
で
不
透
明
で
す
。
当
社
の

２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
３
月
期
の
売
上
高

は
前
年
と
同
程
度
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

―
今
後
の
事
業
展
開
の
方
向
性
は
。

飽
本　

ク
リ
ー
ン
ト
ラ
ッ
ク
事
業
に
関
し
て

は
80
％
の
シ
ェ
ア
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ

を
堅
持
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｐ
Ｓ

事
業
に
関
し
て
は
ま
だ
ま
だ
市
場
余
地
が
大

き
い
の
で
、
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
シ
ェ
ア
を

取
っ
て
い
き
た
い
。
Ｆ
Ｐ
Ｄ
に
関
し
て
は
コ

ス
ト
競
争
が
激
し
い
分
野
で
す
の
で
、
状
況

も
見
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。
現
実
的

に
は
中
国
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
受
注
が
中
心
と

な
る
で
し
ょ
う
。

１
０
０
０
人
が

研
究
開
発
に
取
り
組
む

―
研
究
開
発
の
現
況
と
今
後
の
戦
略
に
つ
い
て
。

飽
本　

グ
ル
ー
プ
の
研
究
開
発
部
門
が
あ
る

の
は
山
梨
、
仙
台
、
熊
本
で
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
製
造
分
野
で
の
研
究
開
発
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

熊
本
で
は
約
１
０
０
０
人
の
ス
タ
ッ
フ
陣

容
で
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
多
く
が
地
元
採
用
で
す
。
熊
本
に
は
知
的

財
産
権
室
と
い
う
セ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し

て
、
約
20
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
特
許
の
出
願
、

権
利
化
な
ど
を
専
門
的
に
担
当
し
て
い
ま

す
。
当
社
が
関
わ
っ
て
い
る
事
業
で
の
特
許

出
願
件
数
は
、
国
内
・
海
外
合
わ
せ
る
と
年

間
で
４
０
０
件
以
上
に
上
り
ま
す
。

―
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
九
州
の
事
業
に
関
わ

る
特
許
保
有
件
数
は
。

飽
本　

国
内
だ
け
で
も
１
０
０
０
件
以
上
あ

り
ま
す
。

―
人
材
育
成
の
考
え
方
は
。

飽
本　

採
用
時
に
は
、
基
礎
学
力
、
意
欲
を

重
視
し
ま
す
。
守
り
に
入
ら
な
い
姿
勢
が
大

事
だ
と
思
っ
て
お
り
、
失
敗
も
恐
れ
ず
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
試
行

錯
誤
の
中
か
ら
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア
や
新
技

術
が
生
ま
れ
ま
す
か
ら
ね
。

　

こ
の
業
界
は
差
別
化
と
い
い
ま
す
か
、
他

社
と
同
じ
も
の
を
作
っ
て
い
て
は
売
れ
ま
せ

ん
。
差
別
化
・
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
追
求
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

SPS（洗浄装置）
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地
元
企
業
と
の

共
生
関
係
を
確
立

―
熊
本
立
地
の
メ
リ
ッ
ト
は
ど
う
お
感
じ
で

す
か
。

飽
本　

自
治
体
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校
と

各
レ
ベ
ル
で
応
援
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
そ

れ
と
他
県
か
ら
熊
本
に
転
勤
し
て
き
た
社
員

が
熊
本
を
好
き
に
な
り
ま
す
ね
。
自
然
や
生

活
環
境
の
良
さ
で
、
中
に
は
〝
終
の
棲
家
〞

に
選
ん
だ
者
も
多
く
、
九
州
の
真
中
に
位
置

し
人
材
を
集
め
や
す
い
と
感
じ
ま
す
。

―
地
元
企
業
と
の
取
引
も
多
い
で
す
ね
。

飽
本　

当
社
の
部
材
パ
ー
ツ
は
九
州
一
円
に

及
び
、
も
ち
ろ
ん
地
元
の
企
業
か
ら
も
多
く

を
調
達
し
て
い
ま
す
。
そ
の
経
済
効
果
は
す

東京エレクトロン九州㈱
■本　　社／熊本県合志市福原 1-1
■設　　立／ 1991 年 4月 1日
■代表取締役社長　飽本正巳
■資 本 金／ 20億円
■ 事業内容／半導体製造装置・FPD 製造装置
の開発・設計・製造・据付
■従業員数／ 1800 名

熊本市出身、1958年 2月4日生まれの54歳。熊本大学工学部
資源開発工学科卒。84年東京エレクトロン㈱九州事業所熊本製
作所入社、主に開発部門を担当し、2004年 6月から東京エレクト
ロン九州㈱常務執行役員。07年 6月から東京エレクトロン㈱常務
執行役員開発本部長。08年 10月1日付けで東京エレクトロン九
州㈱社長に就任。本社の取締役、システム開発本部長を兼務。趣
味はゴルフ、映画鑑賞。

A K I M O T O  M A S A M I
飽 本 正 巳 社長

Profile

ご
く
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
地

元
企
業
の
皆
様
と
の
技
術
交
流
も
活
発
に

行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
微
細
化
対
応
の
装

置
で
す
か
ら
技
術
的
要
求
度
も
必
然
的
に
高

く
な
り
ま
す
ね
。
結
果
的
に
地
域
で
の
技
術

基
盤
の
向
上
に
も
貢
献
で
き
れ
ば
幸
い
で

す
。

―
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
へ
の
協
賛
な
ど
地
域
貢

献
も
積
極
的
で
す
ね
。

飽
本　

当
社
の
生
命
線
は
人
材
で
す
か
ら
、

優
秀
な
人
に
当
社
を
希
望
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
は
、
地
元
の
皆
様
に
当
社
を
知
っ
て
頂

く
こ
と
が
ま
ず
第
一
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
他
に
も
植
林
な
ど
の
環
境
保
全
活
動
、
寄

付
活
動
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

―
本
日
は
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東京エレクトロン九州㈱

【企業概要】

熊本県合志市福原・セミコンテクノパーク内に立地する東京エレクトロン九州本社工場
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マ
ス
フ
ロ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
の

世
界
シ
ェ
ア
は
47
％

―
堀
場
製
作
所
グ
ル
ー
プ
５
事
業
の
中
で
、

堀
場
エ
ス
テ
ッ
ク
阿
蘇
工
場
で
は
半
導
体
関

連
、
医
療
、
科
学
の
分
野
を
こ
ち
ら
で
生
産

さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
コ
ア
技
術
と
し
て
は

ど
う
い
う
も
の
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
か
。

宮
地　

流
体
制
御
機
器
「
マ
ス
フ
ロ
ー
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
」
は
国
産
初
の
製
品
で
あ
り
、
現

在
、
世
界
で
47
％
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
京
都
と
阿
蘇
で
生
産
し
て
お
り
、

京
都
で
開
発
及
び
量
産
試
作
を
行
い
、
阿
蘇

で
量
産
す
る
と
い
う
流
れ
で
す
。リ
ス
ク
ヘ
ッ

ジ
も
考
慮
し
て
京
都
で
も
阿
蘇
で
も
生
産
で

き
る
体
制
を
構
築
し
、
両
工
場
と
も
月
産
で

１
万
台
造
れ
る
能
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

―
マ
ス
フ
ロ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
と
は
。

宮
地　

半
導
体
の
製
造
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ガ

ス
や
液
体
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
流
量
を
適
切
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た

め
に
不
可
欠
な
機
器
で
す
。
半
導
体
の
品
質

を
左
右
し
ま
す
の
で
、
精
密
さ
と
高
い
信
頼

性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

―
そ
の
他
の
生
産
品
目
は
。

宮
地　

２
０
０
５
（
平
成
17
）
年
か
ら
は
、

医
療
用
試
薬
も
生
産
し
て
い
ま
す
。
試
薬
は

水
を
使
い
ま
す
の
で
阿
蘇
の
豊
富
で
き
れ
い

な
水
資
源
が
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
に

な
っ
て
い
ま
す
ね
。

工
場
閉
鎖
の
危
機
を

現
場
社
員
の
熱
意
で
回
避

―
阿
蘇
工
場
設
立
と
そ
の
後
の
増
設
の
背
景

に
つ
い
て
。

宮
地　

１
９
８
８
（
昭
和
63
）
年
９
月
に
当

時
の
細
川
県
知
事
か
ら
誘
致
を
受
け
て
進
出

し
ま
し
た
。
創
設
者
の
堀
場
雅
夫
（
現
最
高

顧
問
）
が
社
長
時
代
に
、
西
原
村
鳥
子
の
取

引
先
へ
見
学
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
時

に
こ
の
地
を
気
に
入
っ
た
の
が
阿
蘇
工
場
設

立
の
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の
後
、
必
ず
し
も

順
風
満
帆
だ
っ
た
訳
で
も
な
く
、
折
か
ら
の

半
導
体
不
況
の
波
を
受
け
、
２
０
０
４
（
平

成
16
）
年
に
は
工
場
閉
鎖
の
危
機
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
時
、
阿
蘇
工
場
の
中
堅
社
員
が

中
心
と
な
り
、
自
力
で
工
場
閉
鎖
の
危
機
を

乗
り
越
え
、
さ
ら
に
進
化
・
発
展
し
て
い
く

た
め
に
、
自
分
た
ち
の
工
場
が
目
指
す
姿
・

形
の
立
体
模
型
を
作
り
、
京
都
の
本
社
に
そ

の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。
そ
の
や
る
気
と

熱
意
に
打
た
れ
た
ト
ッ
プ(

堀
場
厚
社
長)

が
、「
で
は
閉
鎖
す
る
の
で
は
な
く
、
反
対
に

積
極
投
資
を
し
よ
う
」
と
そ
の
計
画
を
受
け

入
れ
、
２
０
０
５
（
平
成
17
）
年
に
第
３
期

拡
張
工
事
を
実
施
し
現
在
の
形
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
社
員
に
は
、「
自
分
た
ち

が
造
っ
た
工
場
だ
」
と
い
う
意
識
が
強
く
、

７
年
経
っ
た
い
ま
で
も
建
築
時
と
変
わ
ら
ず

工
場
内
隅
々
ま
で
手
入
れ
が
行
き
届
い
て
い

ま
す
。
社
員
の
そ
う
し
た
想
い
は
製
品
の
技

術
レ
ベ
ル
に
も
反
映
さ
れ
て
い
て
、
コ
ア
技

術
の
拠
点
・
多
品
種
量
産
の
モ
デ
ル
工
場
と

し
て
も
、
海
外
グ
ル
ー
プ
会
社
か
ら
多
く
の

幹
部
社
員
の
研
修
を
受
け
入
れ
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。
社
長
の
堀
場
厚
も
「
阿
蘇
工
場

に
投
資
し
て
良
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

新
工
場
の
総
投
資
額
は
約   20
億
円
、

半
導
体
関
連
に
加
え

医
療
分
野
に
注
力

―
新
工
場
建
設
の
狙
い
は
。

宮
地　

Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
今

期
か
ら
半
導
体
関
連
製
品
に
加
え
医
療
分
野

に
も
注
力
す
る
方
針
で
、
そ
の
一
環
と
し
て

阿
蘇
工
場
に
医
療
関
連
生
産
向
け
の
新
棟
を

建
設
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
半
導
体
関
連

製
品
を
生
産
す
る
既
存
棟
を
改
修
し
、
需
要

増
に
対
応
で
き
る
生
産
体
制
の
構
築
を
図
り

ま
す
。
阿
蘇
工
場
は
中
国
や
韓
国
拠
点
の
指

導
も
行
う
マ
ザ
ー
工
場
と
し
て
の
役
割
も

担
っ
て
い
ま
す
。

阿蘇工場完成予想図。新棟（左側）は 2012 年 4月末に完成、既存棟を改修して全館完成は 7月末。

流体制御機器「マスフローコントローラ」
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―
増
設
の
概
要
は
。

宮
地　

約
３
万
㎡
の
敷
地
に
あ
る
既
存
棟

（
約
７
５
０
０
㎡
）
に
併
設
す
る
形
で
新
棟

を
建
築
中
で
す
。
新
棟
で
は
主
に
医
療
用
製

品
を
生
産
す
る
工
場
で
、
２
階
建
て
、
フ
ロ

ア
面
積
は
約
８
０
０
０
㎡
。
堀
場
製
作
所
本

社
工
場
（
京
都
）
か
ら
小
型
血
液
分
析
機
器

の
生
産
ラ
イ
ン
を
全
面
移
管
し
ま
す
。
こ
の

製
品
の
消
耗
品
に
あ
た
る
検
査
試
薬
を
既
に

阿
蘇
工
場
で
も
生
産
し
て
い
ま
す
が
、
新
棟

に
設
備
を
移
管
・
増
設
し
て
、
生
産
能
力
を

現
在
の
２
・
５
倍
に
増
強
し
ま
す
。
ま
た
、

既
存
棟
で
生
産
し
て
い
る
製
品
の
プ
リ
ン
ト

基
板
（
電
子
部
品
）
も
新
棟
で
生
産
す
る
計

画
で
す
。

　

さ
ら
に
、
既
存
棟
で
は
、
主
力
製
品
の
マ

ス
フ
ロ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
及
び
薬
液
濃
度
モ

ニ
タ
の
量
産
化
へ
向
け
て
９
２
３
㎡
の
ク

リ
ー
ン
ル
ー
ム
を
改
修
し
１
・
７
倍
に
拡
張

し
ま
す
。
新
棟
は
４
月
末
に
完
成
、
既
存
棟

の
改
修
完
了
は
７
月
末
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
総
投
資
額
は
約
20
億
円
で
す
。

―
多
品
種
少
量
生
産
と
量
産
の
両
方
を
要
求

さ
れ
ま
す
が
製
造
ラ
イ
ン
の
工
程
の
特
徴

は
。

宮
地　

２
０
０
５
（
平
成
17
）
年
ま
で
は
、

当
社
の
よ
う
な
多
品
種
生
産
ラ
イ
ン
で
当
時

主
流
で
あ
っ
た
セ
ル
生
産
方
式
を
採
用
し
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
各
人
に
特
殊
な
ス
キ
ル

を
要
し
一
人
の
人
間
が
多
工
程
を
カ
バ
ー
し

な
く
て
は
な
ら
ず
、
需
給
変
動
の
激
し
い
半

導
体
関
連
の
分
野
に
は
適
さ
な
い
面
が
あ
る

た
め
、
ス
ト
レ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
の
工
程
に
切

り
換
え
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
一
人
の
工
員

が
一
工
程
を
一
週
間
で
マ
ス
タ
ー
で
き
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
ゾ
ー
ン
全
体
で
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
も
可
能
で
、
ト
ー
タ
ル
の
品
質

向
上
と
量
産
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
拡
大
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

―
超
円
高
が
続
い
て
い
ま
す
が
海
外
生
産
拠

点
の
市
場
動
向
は
。

宮
地　

ユ
ー
ロ
危
機
に
関
し
て
は
現
状
と
し

て
大
き
な
影
響
は
受
け
て
い
ま
せ
ん
。
半
導

体
に
つ
い
て
は
国
内
も
含
め
る
と
影
響
は
あ

る
の
で
す
が
、
ハ
イ
エ
ン
ド
の
製
品
群
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
か
ら
の
信
頼
を

頂
い
て
お
り
影
響
を
最
小
限
に
食
い
止
め
て

い
ま
す
。
一
方
、
ロ
ー
エ
ン
ド
の
製
品
に
つ

い
て
は
、
中
国
で
合
弁
会
社
の
北
京
ホ
リ
バ

メ
ト
ロ
ン
と
い
う
現
地
法
人
を
設
立
し
、
中

国
国
内
向
け
製
品
の
生
産
体
制
を
構
築
し
て

い
ま
す
。

―
海
外
拠
点
は
今
年
度
だ
け
で
も
上
海
の
自

動
車
・
環
境
製
品
及
び
試
薬
工
場
、
ベ
ト
ナ

ム
・
ハ
ノ
イ
の
環
境
計
測
機
器
の
駐
在
事
務

所
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
の
試
薬
工

場
拡
張
、
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
の
新
開
発
セ

ン
タ
ー
の
建
設
、
イ
ン
ド
の
拠
点
拡
充
な
ど

グ
ロ
ー
バ
ル
な
拠
点
整
備
を
精
力
的
に
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
の
阿
蘇
工
場
の

位
置
付
け
は
。

宮
地　

量
産
と
多
品
種
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
ね
。
開
発
は
堀
場
製
作
所
が
担
っ
て
い
ま

す
が
、
数
が
多
い
も
の
づ
く
り
は
堀
場
エ
ス

テ
ッ
ク
が
長
け
て
お
り
、
阿
蘇
工
場
の
生
産

工
程
は
日
々
進
化
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
長
所
を
活
か
し
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
で
有

効
活
用
し
て
い
く
と
い
う
の
が
私
ど
も
の
や

り
方
で
す
。

　

き
れ
い
な
空
気
、豊
富
な
水
、

臨
空
型
、そ
し
て
人
材
。

熊
本・阿
蘇
の
優
位
性

―
阿
蘇
に
立
地
す
る
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
ど

ん
な
部
分
に
お
感
じ
で
す
か
。

宮
地　

空
港
に
近
い
。
ゴ
ミ
を
嫌
う
半
導
体

で
は
空
気
が
き
れ
い
と
い
う
こ
と
も
重
要
で

す
。
水
を
使
う
試
薬
で
は
豊
富
で
き
れ
い
な

水
が
あ
る
た
め
、
品
質
の
高
い
製
品
が
作
れ

ま
す
。
熊
本
県
や
西
原
村
の
行
政
の
サ
ポ
ー

ト
も
誠
実
で
迅
速
で
す
。
さ
ら
に
、
特
筆
す

べ
き
は
、
こ
こ
で
働
く
人
た
ち
が
ま
じ
め
で

熱
心
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
採
用
面
で
は
、

熊
本
県
立
技
術
短
期
大
学
、
熊
本
高
等
専
門

学
校
な
ど
で
専
門
の
知
識
・
技
術
を
習
得
し

阿蘇工場のエントランス
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㈱堀場エステック
■本　　社／ 京都市南区上鳥羽鉾立町11番地5
■設　　立／1974年1月19日
■資 本 金／14億7800万円
■代表取締役社長　堀場厚
■ 取扱製品／マスフローコントローラ（精密流体制
御機器）、液体材料気化供給システム、真空計測
機器、各種センサ評価システムをはじめとした応用
関連製品
■ 工　　場／本社工場（京都）、阿蘇工場（熊本県
阿蘇郡西原村鳥子工業団地内）
■社 員 数／450人

㈱堀場製作所
■本　　社／京都市南区吉祥院宮の東町2
■設　　立／1953年1月26日
■資 本 金／120億円
■代表取締役社長　堀場厚
■グループ連結売上高／1234億円（2011年末）
■ 取扱製品／自動車計測機器、環境用計測機器、
科学計測機器、医用計測機器、半導体用計測機
器の製造販売
■ 海外拠点／アメリカ、カナダ、オーストラリア、中国、
韓国、台湾、イギリス、イタリア、フランス、ポーラン
ド、タイ、シンガポール、ベトナム、インドなど25カ国

た
人
財
が
豊
富
に
お
ら
れ
ま
す
し
、
各
工
業

高
校
卒
の
人
も
ま
じ
め
な
生
徒
さ
ん
が
多
い
。

現
在
、
阿
蘇
工
場
に
は
約
１
０
０
人
の
社
員

が
い
ま
す
が
、
全
て
地
元
採
用
で
す
。
熊
本

の
人
に
は
謙
虚
さ
が
あ
り
、
コ
ツ
コ
ツ
と
経

験
と
知
識
を
積
み
重
ね
る
力
を
活
か
し
て
技

術
者
と
し
て
も
成
長
が
期
待
で
き
る
。
な
お
、

企
業
の
財
産
は
人
だ
、
と
い
う
観
点
か
ら
人

材
で
は
な
く
〝
人
財
〞
と
表
記
し
て
い
ま
す
。

品
質
と
品
格
、

作
業
者
か
ら
技
術
者
へ

―
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ａ
グ
ル
ー
プ
流
の
人
財
教
育

と
は
。

宮
地　

滋
賀
県
に
「
Ｆ
Ｕ
Ｎ　

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ

Ｅ
」
と
い
う
研
修
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

一
流
を
体
感
す
る
た
め
に
ホ
テ
ル
並
み
の
設

備
を
設
置
し
た
施
設
な
の
で
す
が
、
こ
こ
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
企
業
各
社
か
ら
テ
ー
マ
ご
と
に
集

ま
っ
て
徹
底
的
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
や
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、「
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
」

と
い
う
技
術
や
知
識
を
教
え
る
だ
け
で
な
く

企
業
哲
学
の
伝
承
も
担
う
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
行
っ
て
い
ま
す
。

―
社
是
は
「
お
も
し
ろ
お
か
し
く
」
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

宮
地　

最
高
顧
問
の
堀
場
雅
夫
が
考
え
た
社

是
で
す
。
人
に
や
ら
さ
れ
て
い
る
仕
事
は
面

白
く
な
い
し
時
間
も
長
く
感
じ
る
。
し
か

し
、
自
分
が
面
白
い
と
思
っ
た
仕
事
は
楽
し

い
し
、
な
に
よ
り
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が

過
ぎ
る
。
そ
の
方
が
人
生
は
楽
し
い
。
と
い

う
趣
意
で
す
。
全
世
界
で
働
く
グ
ル
ー
プ
社

愛媛県出身、１９５９年１月生まれの５３歳。１９８６年㈱堀場エステック
入社、９９年業務改革（ＢＪプロジェクト）副室長、２０００年開発本
部開発設計２部副部長、２００３年営業本部ＣＳ（カスタマーサービ
ス）部副部長、０５年生産本部阿蘇工場副工場長、０９年同工場長、
１１年７月から生産本部副本部長兼阿蘇工場長。

㈱堀場エステック阿蘇工場

M I Y A J I  H I R O K I
宮地博記 生産本部副本部長兼工場長

Profile

員
を
〝
ホ
リ
バ
リ
ア
ン
〞
と
表
現
し
て
い
ま

す
。
阿
蘇
工
場
の
社
員
に
も
浸
透
し
て
い
て

仕
事
も
遊
び
も
非
常
に
楽
し
み
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
ま
す
ね
。

―
新
工
場
完
成
後
に
そ
の
〝
人
財
力
〞
が
発

揮
さ
れ
そ
う
で
す
ね
。

宮
地　

阿
蘇
工
場
の
役
割
は
、
信
頼
の
ブ
ラ

ン
ド
〝
Ｍ
ａ
ｄ
ｅ 

ｉ
ｎ 

Ａ
Ｓ
Ｏ
〞
の
技
術

基
盤
を
向
上
さ
せ
て
行
く
こ
と
。
そ
れ
だ
け

に
、
製
品
の
品
質
だ
け
で
な
く
、
各
人
の
品

格
を
高
め
て
い
く
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
き
ま

す
。〝
作
業
者
か
ら
技
術
者
〞
を
合
言
葉
に

グ
ル
ー
プ
の
基
幹
工
場
を
目
指
し
ま
す
。
歴

史
と
自
然
で
日
本
を
代
表
す
る
京
都
と
阿

蘇
、
そ
の
２
拠
点
で
世
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

も
の
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

―
本
日
は
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【企業概要】

堀場製作所の医用製品 小型電極式グルコース分析装置

I N T E R  V I E WTOP
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Epochal Yearly News
熊本上海事務所オープン！

2012 エポカルニュース

◀ ３機関の代表に
よる事務所開所
式。左から熊本
県 PR キ ャ ラ ク
ター・くまモン、
熊本大学長、熊本
県知事、熊本市長

▲ 熊本上海事務所看板

2012 EPOCHAL NEWS

熊本県と熊本市及び熊本大学は、共同で県内企
業の中国ビジネスの支援、観光客誘致、留
学生誘致等を推進するため、中国経済の中

心地である上海市に熊本上海事務所を設置しました。

・自動車（タクシー）利用の場合 約 60 分
・リニアモーターカー → 地下鉄利用の場合 約 40 分
・地下鉄利用の場合 約 75 分

■上海浦東国際空港からのアクセス

■熊本上海事務所の概要
■住　　所　上海市南京西路 1038 号
　　　　　　梅龍鎮広場 1509 室
　※ 上海市の繁華街である南京西路にある上海伊

勢丹が入居するビルの 15階。
■電話番号　021-6218-6901
　※日本からの電話のかけ方
　　電話会社の識別番号-010-86-21-6218-6901

photo by チャイ語なび（http://www.chai5.jp)
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▲熊本上海事務所が入居しているビル

▲開所式でのテープカット ▲オープニングレセプションでの鏡開き

▲執務室▲応接室▲会議室

■熊本上海事務所の各部屋

①県産品の販売促進の支援
②県産品の輸出入の支援
③県内企業の中国進出の支援
④中国からの観光客の誘致
⑤中国企業等の熊本への誘致

⑥新規航空路線の開拓
⑦県人会及び留学経験者の交流支援
⑧留学生の熊本への誘致
⑨中国の教育・研究機関との連携

2012 EPOCHAL NEWS

スタッフは、熊本県職員と熊本市職員の日本人２人と、中国人スタッフ３人の５人体制です。
首席代表　吉

よ し だ

田　二
つ ぎ ひ ろ

浩【熊本県職員】e-mail：yoshida@kumamoto-shanghai.com 
代　　表　杉

す ぎ も と

本　幸
ゆ き お

生【熊本市職員】e-mail：sugimoto@kumamoto-shanghai.com

何
か

　　海
か い よ う

洋【スタッフ】
e-mail：hehaiyang@kumamoto-shanghai.com

姚
よ う

　　双
そ う え

恵【工業専門アドバイザー】
e-mail：yao-kougyou-ad@kumamoto-shanghai.com

陸
り く

　　暁
ぎょうえん

艶【スタッフ】
e-mail：lixiaoyan@kumamoto-shanghai.com

■熊本上海事務所の業務内容

■熊本県内企業の皆様へのサポートの例

　熊本上海事務所では、熊本県、熊本市、熊本大学
が持つ、それぞれのノウハウやネットワークを活用
し、強力なスクラムを組んで、熊本のニーズに応え
られるように、きめ細やかな対応を行って参ります。
　上海をはじめとする中国でのビジネスの際は、お
気軽にご利用ください。

① 中国事情、各種制度・規制、進出事例
等のリアルタイムな情報を提供します。
② 見本市、展示会等への出展・商談のお
手伝いとその後のフォローをします。
③ 現地商社、企業、スーパー、百貨店等
を訪問し、マーケット情報の提供や販路
拡大のお手伝いをします。
④ 視察先や訪問先等へのアポイントメント取
得や案内、日常会話程度の簡易な通訳、

メール・資料等の簡易な翻訳をします。
⑤ 信頼できる現地商社、代理店、法務・
税務・労務の専門機関や関係公的機関
の紹介、取次等をします。
⑥ 借上車、ガイド、食事会場、ホテル、商談
の際の通訳等の手配のお手伝いをします。
⑦ 事務所を自由にご利用いただけます（商
談、机・パソコン・電話使用、待合せ・
休憩、手荷物置場等）。

熊本上海事務所オープニングセレモニー
1 月 11 日（水）に熊本上海事務所の開所式とオープニングレセプションを開催しました。

熊本上海事務所で開催した開所式では、蒲島郁夫熊
本県知事、幸山政史熊本市長、谷口功熊本大学長、
大久保太郎熊本県貿易協会会長、来賓の馬場成志

熊本県議会議長、津田征士郎熊本市議会議長の 6人でテー
プカットを行いました。
　上海市内のホテルで開催したオープニングレセプション

では、蒲島郁夫熊本県知事、幸山政史熊本市長、谷口功熊
本大学長、大久保太郎熊本県貿易協会会長、馬場成志熊本
県議会議長、津田征士郎熊本市議会議長をはじめ、田川憲
生熊本商工会議所会頭、邵慧翔上海市外事弁公室副主任、
泉裕泰日本国在上海総領事、現地及び県内の関係機関・企
業等約 200 人の出席がありました。
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